
   社 会 福 祉 法 人 真 岡 市 社 会 福 祉 協 議 会 家 計 改 善 支 援 事 業 実 施

要 綱  

 （ 趣 旨 ）  

第 １ 条  こ の 要 綱 は 、 社 会 福 祉 法 人 真 岡 市 社 会 福 祉 協 議 会 （ 以 下

「 本 会 」 と い う 。 ） が 受 託 す る 真 岡 市 生 活 困 窮 者 自 立 支 援 事 業

実 施 要 綱 （ 平 成 ２ ７ 年 真 岡 市 告 示 第 ６ ７ 号 ） （ 以 下 「 要 綱 」 と

い う 。 ） に 規 定 す る 家 計 改 善 支 援 事 業 （ 以 下 「 事 業 」 と い う 。 ）

を 円 滑 に 行 う た め 、 必 要 な 事 項 を 定 め る 。  

 （ 事 業 の 目 的 ）  

第 ２ 条  こ の 事 業 は 、 要 綱 第 ３ 条 に 定 め る 生 活 困 窮 者 自 立 支 援 事

業 に お け る 支 援 対 象 者 の う ち 、 家 計 収 支 の 均 衡 が と れ て い な い

等 、 家 計 に 課 題 を 抱 え る 者 （ 以 下 「 対 象 者 」 と い う 。 ） に 対 し 、

必 要 な 情 報 提 供 や 専 門 的 な 助 言 、 支 援 等 を 行 う こ と に よ り 、 対

象 者 の 家 計 を 管 理 す る 能 力 を 高 め 、 早 期 に 生 活 が 再 生 さ れ る こ

と を 目 的 と す る 。  

 （ 実 施 場 所 ）  

第 ３ 条  本 事 業 は 社 会 福 祉 法 人 真 岡 市 社 会 福 祉 協 議 会 生 活 困 窮 者

自 立 相 談 支 援 事 業 実 施 要 綱 第 ３ 条 に 規 定 す る 自 立 相 談 支 援 セ ン

タ ー （ 以 下 「 セ ン タ ー 」 と い う 。 ） に お い て 実 施 す る 。  

 （ 開 所 日 及 び 開 所 時 間 ）  

第 ４ 条  セ ン タ ー の 開 所 日 及 び 開 所 時 間 は 、 次 の と お り と す る 。  

 ( 1 )  開 所 日  月 曜 日 か ら 金 曜 日 ま で と す る 。 た だ し 、 国 民 の 祝

日 に 関 す る 法 律 （ 昭 和 ２ ３ 年 法 律 第 １ ７ ８ 号 ） に 規 定 す る 休

日 及 び １ ２ 月 ２ ９ 日 か ら 翌 年 の １ 月 ３ 日 ま で を 除 く 。  



 ( 2 )  開 所 時 間  午 前 ８ 時 ３ ０ 分 か ら 午 後 ５ 時 １ ５ 分 ま で と す る 。  

２  本 会 会 長 （ 以 下 「 会 長 」 と い う 。 ） が 必 要 と 認 め る と き は 、

前 項 に 定 め る 開 所 日 及 び 開 所 時 間 を 変 更 す る こ と が で き る 。  

 （ 事 業 の 内 容 ）  

第 ５ 条  生 活 困 窮 者 の 家 計 の 再 生 を 図 る と と も に 、 生 活 全 般 に わ

た る 自 立 を 支 援 す る た め 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 支 援 を 行 う も の と

す る 。  

 ( 1 )  家 計 管 理 に 関 す る 支 援  

対 象 者 と と も に 、 家 計 計 画 表 や キ ャ ッ シ ュ フ ロ ー 表 を 活 用

し て 、 家 計 の 見 え る 化 を 図 る と と も に 、 家 計 収 支 の 均 衡 を 図

る 等 の 出 納 管 理 の 支 援 を 行 い 、 家 計 管 理 す る 能 力 を 身 に つ け

る た め の 支 援 を 行 う 。  

 ( 2 )  家 賃 、 税 金 、 公 共 料 金 等 の 滞 納 解 消 に 向 け た 支 援  

対 象 者 の 家 計 状 況 、 滞 納 状 況 等 を 勘 案 し て 徴 収 免 除 や 徴 収

猶 予 、 分 割 納 付 等 の 可 能 性 を 検 討 し 、 関 係 機 関 や 事 業 所 等 と

の 調 整 や 申 請 等 を 行 う 。  

 ( 3 )  債 務 整 理 に 関 す る 支 援  

多 重 ・ 過 重 債 務 等 に よ り 債 務 整 理 が 必 要 な 者 に 対 し て は 、

多 重 債 務 者 相 談 窓 口 等 と 連 携 し 、 必 要 に 応 じ て 法 律 専 門 家 へ

同 行 し て 債 務 整 理 に 向 け た 支 援 を 行 う 。  

 ( 4 )  貸 付 の あ っ せ ん に 関 す る 支 援  

対 象 者 の 家 計 状 況 を 把 握 し 、 一 時 的 な 資 金 貸 付 が 必 要 な 場

合 に 、 貸 付 金 の 額 及 び 使 途 、 家 計 再 生 の 見 通 し 等 の 情 報 を 貸

付 機 関 と 共 有 し 、 貸 付 の 円 滑 か つ 迅 速 な 審 査 に つ な げ る 。  



 （ 支 援 の 実 施 期 間 ）  

第 ６ 条  支 援 の 実 施 期 間 は 、 原 則 １ 年 間 と す る 。 た だ し 、 対 象 者

の 状 況 に よ り 、 真 岡 市 か ら の 支 援 決 定 を 経 て 実 施 期 間 を 延 長

す る こ と が で き る 。  

 （ 職 員 の 配 置 ）  

第 ７ 条  事 業 の 実 施 に あ た っ て は 、 家 計 改 善 支 援 員 若 干 名 を 配 置

す る 。 な お 、 家 計 改 善 支 援 員 は 、 厚 生 労 働 省 の カ リ キ ュ ラ ム

に よ る 家 計 改 善 支 援 事 業 従 事 者 養 成 研 修 を 受 講 し た 者 又 は 受

講 見 込 み の あ る 者 と す る 。  

２  家 計 改 善 支 援 員 は 、 本 会 職 員 の 中 か ら 会 長 が 指 名 す る 。  

 （ そ の 他 ）  

第 ８ 条  こ の 要 綱 に 定 め る も の の ほ か 、 事 業 の 実 施 に あ た り 必 要

な 事 項 は 、 生 活 困 窮 者 自 立 支 援 法 （ 平 成 ２ ５ 年 法 律 第 １ ０ ５ 号 ）

そ の 他 の 法 令 の 定 め る と こ ろ に よ る 。  

 

   附  則  

 こ の 要 綱 は 、 令 和 ２ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  


